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補聴器メーカ 重度難聴用 高度難聴用 特殊機能

リオン株式会社 HB-19A* HB-G9H

GNリサウンド VE280-DVI VE270-DVI

フォナックジャパン株式会社 Naida SI UP Naida SI SP 低音強調

周波数低下

ワイデックス株式会社 BV38 ME5-9G***

ジバンテス株式会社(シーメン
ス補聴器)

Octiv SP+ Octiv P 周波数低下

オーティコン株式会社 P80-SP C100 ライトの点滅

スターキージャパン株式会社 ｱﾘｴｽﾌﾟﾛ675** ｱﾘｴｽﾌﾟﾛ
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ご協力に感謝いたします

今回調査した障害者総合支援法の耳かけ型補聴器

*後継機はHB-G7H **他にBTE13 20パワープラス ***他にME5-19G



要 約
日本で販売されている12メーカーの中から7社の協力を得て、
障害者総合支援法の耳かけ型補聴器の重度難聴用と高度
難聴用の14機種について調査した。

補聴器フィッティングの方法における「初期設定」と「微調整」
について比較した。その結果、各メーカによって、初期値に違
いがあるものの、フィッティングの使いやすさに大きな違いがな
いことが分かった。

仮想のオージオグラムを持つ2歳児に補聴器をフィッティング
することを想定して、初期設定の利得を国際音声信号を用い
て測定した。初期設定の利得には各メーカによって微妙な違
いがあることがわかった。

小児の補聴器フィッティングを行う際、重度難聴については選
択される機種が限定されるが、高度難聴については各メーカ
の補聴器が利用できる。

最初に装用する機種によって「バイアス」が生まれ、それを乗り
越えるためには聞こえに対する支援が必要ではないだろうか。
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内 容
 小児の補聴器フィッティングの手順

 聴覚障害乳幼児の補聴器フィッティングに障害者総合支
援法の耳かけ型補聴器を選択する場合：

 初期設定

 微調整の仕方

 各補聴器メーカの違い

 初期設定時の利得の測定

 特徴として周波数低下の効果

 各社の補聴器：リオン、GNリサウンド、フォナック、ワイ
デックス、オーティコン、シーメンス、スターキー
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小児に補聴器をフィッティングする手順
① 聴力を測る、年齢・発達段階を考慮

 聴力測定(音場、ABR、ASSR、インサートイヤホン、ヘッドホ
ン)と(音圧レベル、聴力レベル)

最終的には

周波数別、左右耳別のオージオグラムを得る

② 補聴器装用の有無の判定・・・・補聴器専門医

③ イヤモールドを作る

④ 補聴器の選択・初期設定
 出入りの補聴器販売店より各メーカーの補聴器を選択する

⑤ 補聴器の微調整

⑥ 聴力の管理

⑦ 補聴器の装用効果の評価、補聴閾値の測定、他
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小児フィッティングの共通の用語1

 “RECD”とは”Real Ear to Coupler Difference”のことで、
「実耳とカプラ(2ccカプラ)との違い」を指す。小児(特に3
歳まで)は外耳道容積が大人と比べて小さいので、カプラ

で測定した出力の値に比較して、周波数ごとに実耳との
差が大きくなる。補聴器の出力や利得を大人と同じ値に
した補聴器を装用すると、鼓膜から内部に入力される音
圧が増大する危険性がある。

 特に3歳以下の小児の補聴器フィッティングには、RECD

を測定しない場合は、年齢ごとの平均値を入力すること
が求められる。
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小児フィッティングの共通の用語2
 “REUG”とは、”Real Ear Unaided Gain”のことで、「実耳の
補聴器を使用していないときの利得」を指す。”Open Ear 
Response”(裸耳応答)と同じ値で、両者の違いはREUGが

利得であるのに対し、後者が周波数応答を示す点である。
大人と特に3歳以下の子どもでは耳の形や容積が異なる。
両者を同じ特性にした補聴器を装用すると、小児の鼓膜
から内部に入力される音圧が大人と比べて強くなるので、
実耳挿入利得を処方する場合に考慮しないと、フィッティ
ングルールに従った利得が確保されない。
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補聴器のフィッティングの準備

① コンピュータと補聴器の接続

 ハイプロ・ノアリンク・他(各社共通の接続法)

 各メーカーごとに違うフィッティングソフトとケーブル等

② 顧客情報の入力(ハイプロと呼ばれる各社共通の
顧客管理ソフト、年齢情報を入れる)

左右耳別、周波数別の「聴力レベル」の入力

④ フィッティングルールを選択する【初期設定】

 小児の場合はDSLv5が標準で選択される例が多い

⑤ 子どもの聞こえの検査や保護者の訴えに合わせて、補聴
器を微調整する【微調整】
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コンピュータと補聴器をつなぐ

 無線の赤外線による接続、
「ノアリンク」

 USBケーブルによる接続、
「ハイプロ」
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フィッティングソフトと補聴器の設定：
①リオンの場合
 独自のフィッティングソフト

 独自のケーブル

10接続を確認する画面



②GNリサウンドの場合

 独自のフィッティングソフト

 独自のケーブルとシュー
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③フォナックの場合

 独自のフィッティングソフト

 独自のケーブル
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④オーティコンの場合

 独自のフィッティングソフト

 独自のケーブルとシュー
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➄ワイデックスの場合

 独自のフィッティングソフト

 独自のケーブルとシュー
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⑥シーメンスの場合

 独自のフィッティングソフト

 独自のケーブル、接続方法
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⑦スターキーの場合

 独自のフィッティングソフト

 独自のケーブルとシュー
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各社共通の顧客管理ソフト、
「ノア3」や「ノア4」の利用
 年齢、性別、他の入力

 オージオグラム
の入力
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重度難聴用の補聴器検査に用いた
仮想のオージオグラム(IEC-60118)

想定される補聴ニーズ
• ことばの明瞭性よりも
聞こえ(Audibility)

• 危険回避
• 人工内耳を片耳に装用
している場合のニーズ
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高度難聴用の補聴器検査に用いた
仮想のオージオグラム(IEC-60118)

想定される補聴ニーズ
• ことばの明瞭性

(Intelligibility)
• 騒音下の聞き取り
• 装用感
• 音質
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初期設定：
①リオンの場合

HB-19AとHB-G9H
 初期設定

 ベントの種類、音道径の設定

 ダンパ／イヤホン、ベント径の設定

 補正

 自動調整時の両耳補正の有無

 処方式

 3DMが最初に選ばれる

 DSLv5を選択すると
 信号処理

 RECDとREUG

 電池、PR44PとPR48
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②GNリサウンドの場合
VE280-DVIとVE270-DVI

 フィッティングモードが0〜4, 5〜8, 9〜16歳
で初期設定が決められている

 ターゲットルール：DSLv5

 プログラムの設定

 プログラム環境

 補聴器オプション

 電池いずれも

PR48
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③フォナックの場合
Naida SI UPとSI SP

 初期設定

 年齢で自動的に処方式が
DSLv5に設定

 ジュニアモードの適用

 補聴器の装用経験

 信号処理

 リニアとノンリニア

 RECDやREUGの設定

 電池PR44とPR48
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④オーティコンの場合
P80SPとC100

 初期設定

 DSLv5が選択

 音響設定

 電池はいずれもPR48
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➄ワイデックスの場合
BV38とME5-9G

 初期設定

 年齢

 測定方法

 ワイデックスに初期設定

されており、DSLv5も選べる

 電池はPR44とPR48 24



⑥シーメンスの場合
Octiv SP+とOctiv P

 初期設定

 フック、イヤモールド、ベント

 インサイチュ測定

 ハウリングのチェック

 RECD, REUG

 ConnexFitが初期設定されている、

DSLv5も選択できる

 電池はPR44とPR48
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⑦スターキーの場合
アリエスプロ675とアリエスプロ

 初期設定
 e-STATに設定されている

 クイックフィット

 電池はPR44とPR48
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微調整：
① リオンの場合

 微調整
 利得の調整

 全体の調整、ボリューム(ボリュームのロックが可)

 周波数特性の調整、4ﾊﾞﾝﾄﾞ(500,1k,2k,4kHz)
 出力の調整

 出力制限の調整、2ﾊﾞﾝﾄﾞ(500,2kHz)
 ハウリング抑制機能

 AFBCのオンとオフ

 騒音抑制装置(HB-G9Hのみ)
 NRは4段階
 PNS(突発的な
衝撃音)は1段位

 MTバランス
 3段階

 メモリー機能
 4個
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②GNリサウンドの場合

 フィッティング

 利得と出力

 4帯域(低、低中、中高、高)

 特殊機能

 指向性

 エクスパンション

 騒音抑制

 データロギング

 お知らせ音とボリューム設定
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③フォナックの場合

 基本調整(全体的な調整)
 利得の調整
 閉塞感対処
 低音ブースター
 圧縮比の設定

 微調整
 利得と最大出力

 4帯域

 ハウリング防止
 騒音抑制
 サウンドリカバー
 TKコントロール

 4帯域

 オートマチックファインチューニング
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サウンドリカバーの効果

 元音声(国際音声信号)

 サウンドリカバーをかけた音
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④オーティコンの場合

 フィッティング
 利得と出力の設定、

 P80 SP：

低・中・高周波数低域から
250,500,1k,1.5k,2.5k,5kHzの6周波数へ

 C100：
低・中・高周波数低域から
250,500,1k,1.5k,2k,3k,5k,8kHzの8周波数へ

 自動機能
 指向性

 騒音抑制

 プログラム

 ハウリング

 音響設定
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 微調整

 外部接続
 テレビ

 電話

 オーディオ

 ライトの設定
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➄ワイデックスの場合

 微調整

 利得と出力

BV38：3帯域(500-1k, 1k-2k, 2 k-4k)

ME5-9G： 4帯域(500, 1k, 2k, 4k)

 オクルージョン(ME5-9G)

 圧縮比(ME5-9G)

 機能設定(ME5-9G)

 指向性

 騒音抑制

 ハウリング抑制
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 圧縮比の設定

 機能設定

 指向性

 騒音抑制

 ハウリング抑制
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⑥シーメンスの場合
 利得と出力の調整

 Octiv SP+：6帯域

 Octiv P：6帯域

 コンプレッション(ニーポイントと圧縮比)

 Octiv SP+：12帯域

 Octiv P：12帯域

 周波数圧縮
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 騒音抑制

 ハウリング抑制

 指向性

 フィッティングアシスタント
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⑦スターキーの場合
 利得と出力

 8帯域(200,500,1k,

2k,3k,4k,5k,6kHz)

 圧縮

 8帯域

 機能

 フィードバック

 騒音
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 ボリュームコントロール

 お知らせ音

 メモリー、4つ

 エキスパートアシスタンス
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まとめ1:
各社共通の「初期設定」の流れ

 音響環境の確認

 フック

 イヤモールド

 ベント

 チューブ

 補聴器にイヤモールドを付けた聴力検査

 インサイチュ測定、レスポンス、センソグラム

 ハウリングのチェック

 RECD, REUGの設定
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まとめ2:
各社共通の「微調整」の流れ

 利得と出力の調整
 帯域の数

 閉塞感の調整

 コンプレッションの調整
 ニーポイント

 圧縮

 機能の設定
 騒音抑制

 ハウリング抑制

 指向性

 周波数圧縮

 フィッティングを補助する問答集 40



まとめ3:
最終設定

 ボリュームの固定、可変幅

 プログラムの数

 お知らせ機能

 点滅か音や声で知らせる

 使用の記憶(データーロギング)
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初期設定による65dB(SPL)音声入力
時の特性
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推薦：重度難聴の幼児の補聴器

 小児の補聴器の初期設定は”DSLv5”を選択する

 低域が出る補聴器

 電池はPR44のものを選択する方が電池の寿命が長く、
音量感に余裕が出せる

 メーカーや補聴器販売店が薦める「新しい補聴器」を選
択する、なぜなら最新の知見に基づいて補聴器が作られ
ているから

 イヤモールドの管理をする、特に3歳までは1年に複数回
イヤモールドを製作することがある
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初期設定による65dB(SPL)音声入力
時の特性
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推薦：中等度・高度の補聴器
 騒音抑制、指向性の機能のあるものを選択する

 高域の利得がある補聴器を選択する

 メーカーや補聴器販売店が薦める「新しい補聴器」を選
択する、なぜなら最新の知見に基づいて補聴器が設計さ
れているから

 イヤモールドの作りの大切さ、1〜2年に1回は作り変える

 積極的にベントを開けて低域を逃がすことにより、方向感
や装用感が改善される、蒸れない
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検査した総合支援法対応の補聴器
メーカー名 機種名 電池 帯域 ﾒﾓﾘ ﾊｳﾘﾝｸﾞ ﾉｲｽﾞ 指向性 特徴

リオン
HB-19A* PR44P 4(2) 4 ○ × ×

HB-G9H PR48 4(2) 2 ○ ○ ×

GNリサウンド

VE280-DVI PR48 4(3) 3 ○ ○ ○

VE270-DVI PR48 4(3) 3 ○ ○ ○

フォナック
Naida S I UP PR44 4(4) 4 ○ ○ ○ 周波数低下、

低音ﾌﾞｰｽﾀｰ

Naida S I SP PR48 4(4) 4 ○ ○ ○ 周波数低下、
低音ﾌﾞｰｽﾀｰ

ワイデックス
BV38 PR44 4(4) 1 ○ × ×

ME5-9G*** PR48 4(4) 2 ○ ○ ○

オーティコン
P80SP PR48 6(6) 4 ○ ○ ○ 光点滅

C100 PR48 8(8) 4 ○ ○ ○ 光点滅 46



検査した総合支援法対応の補聴器
メーカー名 機種名 電池 帯域 ﾒﾓﾘ ﾊｳﾘﾝｸﾞ ﾉｲｽﾞ 指向性 特徴

シーメンス
Octiv SP+ PR44 6(6) 6 ○ ○ ○ 周波数低下

Octiv P PR48 6(6) 6 ○ ○ ○ 周波数低下

スターキー
ｱﾘｴｽﾌﾟﾛ 675** PR44 8(8) 4 ○ ○ ×

ｱﾘｴｽﾌﾟﾛ PR48 8(8) 4 ○ ○ ×
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*後継機はHB-G7H **他にBTE13 20パワープラス ***他にME5-19G



重度難聴用の総合支援法耳かけ型
補聴器の選択
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聴能

聴力
HB-19A
Naida SI UP*
BV38
Octiv SP+*
アリエスプロ675

VE280-DVI
P80SP

* 周波数低下機能



高度難聴用の総合支援法耳かけ型
補聴器の選択

49

聴能

聴力

HB-G8H
VE270-DVI
Naida SI SP*
ME5-9G+
C100
Octiv P*
アリエスプロ

* 周波数低下機能


